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労務構成比と同等の

JFRグループの女性管理職登用状況（2019年2月末現在）

大丸松坂屋百貨店の女性管理職登用状況※1（2019年3月1日現在）

女性人数 総人数 女性比率
部長職 19人 278人 6.8％
課長職 124人 693人 17.9％　
合計 143人 971人 14.7％

女性人数 総人数 女性比率
部長職 14人 108人 13.0％
課長職※2 81人 305人 26.6％
合計 95人 413人 23.0％

※1	大丸松坂屋セールスアソシエイツへの出向者を含む。
※2	「課長職」の人数は、マネジャー、セールスマネジャー、ディベロッパー&エディ

ター、スーパーバイザー（大丸松坂屋セールスアソシエイツ）の合計。

JFRグループは、従業員の約半数が女性であり、
女性活躍推進を進めていくことがダイバーシティ
推進やイノベーション創出においても重要と認識
しています。同時に新たな領域への事業拡大と今
後の従業員の労務構成の変化においても、女性
社員の活躍は欠かせません。

今後も、様々なライフステージの女性が働きが
いを持って働き続けられる職場環境の構築に取り
組んでいきます。
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JFRグループ女性管理職登用グラフ

多様な人財の活用

女性管理職の登用

JFRグループは、性別を問わず個々人の能力・成果・適
性、並びに各人の意欲に基づき、配置および人財活用を
推進しています。同時に育児をしている女性社員への支
援制度を整備し、継続して働き続けられる環境を整えてい
ます。その結果、女性もライフステージの変化に影響され
ることなく、継続的に働き続けられる環境となっています。

大丸松坂屋百貨店では、管理職となる女性も多く、育
児経験のある女性管理職も在籍しています。

今後は、短時間勤務の女性社員のキャリア形成に対す

る意識を醸成するとともに、より柔軟な働き方ができる制
度の整備を行い、意欲ある女性の活躍を一層推進します。

女性活躍推進
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育児をしている女性社員への支援

J.フロント リテイリングと大丸松坂屋百貨店では、育児
をしている女性社員に対して、働きやすさの観点から様々
な諸制度を整備しています。

さらに、育児休職中の社員へのスキルアップ支援として、
通信教育やe-ラーニングを活用した知識の習得の機会を
提供しています。また、育児休職中の社員がスムーズに
復帰できるように、会社の情報をタイムリーに見ることが
できる「JFRお知らせネット」を開設しています。

JFRグループでは、今後も制度の充実に向け取り組む
とともに、上司である管理職の意識改革に向けた研修を
実施しています。女性社員のキャリア形成や、ジェンダー
バイアス等について研修を行うことで、育児をしている女
性がキャリアを中断することなく活躍できる働き方や、働
きがいにつながる取り組みを進めていきます。

女性の平均勤続年数

J.フロント リテイリングと大丸松坂屋百貨店では、様々
なライフステージにおいても、女性社員が継続して働き続
けられる環境を整えています。そのため、女性の平均勤
続年数は男性を上回りました。

JFR女性塾

JFRグループは、仕事と育児の両立に取り組む短時間勤
務者を対象に、キャリア研修として2018年度からJFR女
性塾」を開講しています。この研修は、育児休職から復帰
した女性社員の多くを占める短時間勤務者に対して、働き
がいを持って働き続けるための意識醸成を行うことが目的
です。短時間勤務の女性社員に学ぶ場を提供することで、
仕事と家庭のさらなる両立に取り組んでいます。今後のキャ
リアを考える機会を提供し、出産育児によるキャリアの断
絶を防ぐ取り組みを実施しています。JFR女性塾を通して、
限られた時間の中でも能力を最大限に発揮するためのタイ
ムマネジメントや、リーダーシップ、財務知識などの習得に
より、継続的なキャリアアップを考えることにつながってい
ます。JFR女性塾からの提言により、2019年度から短時
間勤務者のフレックス制度を導入しました。それにより、育
児をしている女性が働きやすい環境となっています。受講
者の中からリーダー職と
なる女性も誕生していま
す。今後も継続して実施
し、育児経験のある女性
社員の能力開発を行い、
さらなる活躍を支援します。

女性取締役、執行役の登用

J.フロント リテイリングでは、ボードダイバーシティを、
性別による多様性だけではなく、各取締役・執行役が保有
する知見やスキルの多様性を重視した構成を念頭に選任
を進めています。現在2名の女性社外取締役が選任され、
女性取締役比率は15.4％となっています。2019年度、
J.フロント リテイリングでは初めて女性の執行役を登用し
ました。

大丸松坂屋百貨店では、1名の女性社外取締役と、3
名の女性執行役員（うち1名は常務執行役員 （株）博多大
丸代表取締役社長）を登用しています。大丸松坂屋百貨
店の全執行役員15名に占める女性の割合は20.0％となっ
ています。

大丸松坂屋百貨店社員の
平均勤続年数

（2019年2月末現在）

女性社外取締役	2人 女性取締役比率	15.4％

女性執行役	1人 女性執行役比率	7.1%

J.フロント リテイリングの
取締役・執行役の女性登用状況（2019年8月末現在）

女性社外取締役	1人 女性取締役比率	20.0％

女性執行役員	3人 女性執行役員比率	20.0%

大丸松坂屋百貨店の
取締役・執行役員の女性登用状況（2019年8月末現在）

「JFR女性塾」開催回数と参加者数男性 23.5年

女性 23.7年

合計 23.6年

2018年度 1日×5回　
32人（首都圏地区14人、関西地区18人）

2019年度 1日×5回　
27人（名古屋地区15人、関西地区12人）

※女性社員の勤続年数の男性比：100.9%

2019年度	JFR女性塾参加者

育児・介護離職防止への取り組み
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女性活躍推進に関する行動計画策定
大丸松坂屋百貨店では、従業員が仕事と子育てを両立させることができ、すべての従業員がその能力を十分に発揮できるよう

にするため以下の2つの行動計画を策定しました。

①「女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画」　 ②「次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画」　

株式会社大丸松坂屋百貨店 行動計画 株式会社大丸松坂屋百貨店 行動計画

「ダイバーシティの推進」「ワーク・ライフ・バランスの実現」を取り組み方針
に掲げ、これまで以上に女性の活躍・登用を推進するため、次のように行動
計画を策定する。これにより、男女を問わず個人の能力や成果、適性、意欲
に基づく適材適所の人事を、より強力に推進する。

1.計画期間
　2018年12月1日~2022年2月28日
2.目標
　管理職（課長級以上）に占める女性割合を2022年2月に25%以上とする
3.取組項目
　●管理職登用における女性割合を高める方針や目標の設定
　●時間的制約のある女性社員のキャリア形成に対する意識醸成の支援・促進 
　●ダイバーシティマネジメントに関する意識啓発の推進
　●より柔軟な働き方のできる制度の整備

従業員が仕事と子育てを両立させることができ、すべての従業員がその能
力を十分に発揮できるようにするため、次のように行動計画を策定する。

1.計画期間
　2018 年9月1日～2021 年2月28 日までの2 年6 ヶ月間
2.内容
●目標1：育児休業及び育児を目的とした休暇取得率を次の水準にする。
　男性社員において、育児休業及び育児を目的とした休暇制度の取得率を
「30％」以上とし、かつ育児休業取得者を「1人」以上とする。

●目標2：計画期間内に、育児勤務者の能力発揮に向けた取り組みを実施する。
●目標3：全従業員の有給休暇の取得日数を平均10 日/年以上とする。

マザー採用

J.フロント リテイリングと大丸松坂屋百貨店では、戦略
の実現に向けて、専門性の高い人財の中途採用を行って
います。中途採用者の増加に伴い、新たな外部の視点が
入ることで、企業風土も徐々に変化し、従業員の意識も
変わり、働き方の変化にもつながっています。

大丸松坂屋百貨店では、2017年度より、一度子育てに
よって仕事から離れた専門人財を採用する「マザー採用」を
スタートさせました。近年女性の社会進出が進む一方で、出
産によって離職する割合が高いということは社会課題となっ
ています。そこで、他社でのキャリアがあり働く意欲を持っ
た育児経験のある女性の中途採用を始めました。2019年
8月までに9名を採用し、経営戦略、法務、財務、不動産事業
など、専門知識・スキルをいかして各部門で活躍しています。

新卒採用

JFRグループは、新卒社員の50%が女性となっており、
なかでも大丸松坂屋百貨店の応募者数においては女性
が多く、今後も積極的に能力のある女性を採用していき
ます。

J.フロント リテイリングの新卒社員採用実績（2019年度）
男性 女性 合計

大丸松坂屋百貨店 22 14 36
パルコ 4 7 11
博多大丸 3 2 5
大丸興業 1 5 6
J. フロント建装 6 8 14
消費科学研究所 1 1 2
JFR情報センター 1 1 2
合計 38 38 76

※全採用人数に占める女性採用人数の割合：50.0%

（単位：人）

●「女性のエンパワーメント原則」
　（2018年10月承認）

●MSCI日本株女性活躍指数（WIN）

　女性活躍推進に積極的に取り組むた
め署名しました。

　2018年から2年連続で選定されています。

イニシアチブへの参加 社外からの評価
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